
 

私には８８歳になる母親がいます。高齢ゆえに体の様々なところに不調をきたし、側で見ていて

とても大変そうに思えます。昨年は、膝の関節炎とヘルニア、さらにコロナウイルス感染症にもか

かり、１年の半分以上が入院生活でした。コロナウイルス感染症に罹患した際には、一時は生死を

さまようなど母親にとっては大変辛い経験をしました。しかし、昨年末に退院してからは、リハビ

リをしながら現在も何とか頑張って生活しています。そんな本人にとっての楽しみは、家族との対

話です。高齢もあって同じことを何度も何度も言います。心のなかでは「それは前聞いたよ」と言

いたいところですが、そこは母親の気持ちを察して「ふーん、そうなんだ」と初めて聞くふりをし

ます。昔の話もよく覚えており、語り出したらオンステージです。しっかり聞いてあげると母親は

とてもいきいきとしてきます。そんなときは体の痛みもきっと忘れていることでしょう・・・ 

日々の介護等家族にとっては大変なこともありますが、頑張る母親から学ぶべきことも多々あり

ます。「孝行したいときに親はなし」とういうことわざもあります。できることを今しっかりやろ

うと思います。もうすぐ桜のシーズンです。美しい桜を今年もしっかり見せたいと思います。 
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この『学ぶ門に書来る』ということわざは、表面的に読み取ると「学問の好きな人のところには、書物が

たくさん集まる」ということを表しています。もちろん、皆さんに勉強を好きになって、たくさん本を読んでほ

しいという思いはありますが、それだけではなくもう少し深い意味を考えてみましょう。 

皆さんの普段の生活を振り返ってみてください。皆さんの周りに目標をもって物事に打ち込んでいる人

はいませんか？いれば、きっとその人の周りにはよい仲間が集まり、その人を応援する雰囲気が自然とで

きていることでしょう。 

現在、社会で活躍している人の多くも、周りの人に支えられたり、支えたりしながら現状をより良くしよ

うとしています。例えば、今回の WBC で活躍した大谷翔平選手のように、志をもって物事に打ち込む姿

や彼を取り巻く多くの人たちを見れば、それがよくわかりますね。 

常日頃から、一つのものをめざして努力している人には自ずとその道にかなった機会が巡ってくること

が多いことでしょう。何事も「志」があれば、道が開けるものです。 

本校で学ぶ皆さんには、たくさんの可能性が秘められています。その可能性に気づき、志をもって、物

事に打ち込み、自分自身を多いに伸ばしてほしいと願っています。 

学校のグランドデザインにあるように「学びを楽しむ」、「心が育つ」、「志をもつ」で、みんなで幸福度

ナンバーワンのコミュニティ・スクールにしていきましょう。 
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教頭先生からのメッセージ 

 
 

 



 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●小学校や地域の人との交流を大切にしてください。在校生の人は、自分一人の時でも挨拶

がより大きくできるようになってほしいです。             安部 陸斗 

 

●今まで本当にお世話になりました。少ない人数ですが、その分協力し合ってより良い厚保

中学校を築き上げてください。                    伊藤 正幸 

 

●三年間ありがとうございました。楽しい厚保中学校を自分たちの手で創り上げていってく

ださい。ファイト！                         岩﨑 芽依 

 

●在校生の皆さんには、これまで以上に頑張ってほしいところですが、無理なく一歩ずつ、

文武両道の精神で日々努力してほしいと思います。           岩本こはな 

 

●後悔はいくらでもできますが、経験はそのときにしかできません。いろいろなことに挑戦

することが『楽しい』につながってくると思います。          大友  陸 

 

●タイヤ太鼓やソーラン節などの伝統が厚保中学校にはあるので、今後もしっかりと受け継

いでいってほしいです。そして、大きな声での挨拶も忘れずに・・・！  金子 紗菜 

 

●共用スリッパの汚れがやや気になりました。周囲の人への配慮をこれからも大切にしてほ

しいと思います。                          嶋村 琢磨 

 

●挨拶がより一層積極的にできるようになればと思います。一歩ずつの前進をめざしてほし

いと思います。また、怪我にも気をつけてください。          田代 凌眞 

 

●厚保中学校は人数が少ないので、その分一人ひとりが積極的に行動してほしいです。そし

て、中学校生活を心の底から楽しんでください。            松永 妃由 

 

●三年間本当にお世話になりました。たくさんの経験から学ぶことが多々ありました。来年

度の厚保中学校の活躍も期待しています。               明光院奈波 

 

●今までありがとうございました。厚保中学校のおかげで楽しい日々を過ごすことができま

した。後輩の皆さん、これからも頑張ってください。          山根 京子 

 

●在校生の皆さんは、先輩として後輩をリードしていってください。そして、これまで以上

に盛り上がる厚保中学校をめざしてください。             伊藤 想士 

４月の主な行事予定 

１０日(月) 着任式、始業式 

      入学式 

１１日(火) 生徒会入会式・JRC 入会式 

１３日(木) １年春休み課題テスト 

１８日(火) ３年全国学力・学習状況調査 

      １，２年ＮＲＴ 

２１日(金) 育友会役員会 

２２日(土) 市春季体育大会(～２３日) 

２４日(月) 振替休日(4/30 分) 

２８日(金) 市中教研理事会、各部会 

２９日(土) 昭和の日 

３０日(日) 育友会総会 

 ※行事は変更になる場合があります。 

祝：卒業 

卒業生から厚保中学校へのメッセージ・・・！ 


